
 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 令和５年度 実行委員会事業報告 

１． 実行委員会運営事業 

（１） 実行委員会 

ア． 設立総会・第１回総会 

 ・日 時 令和５年 10月 12日（木） 15 時 00分～16時 00分 

 ・場 所 プラザ洞津飛翔の間 

 ・出 席 委員 76名 

 ・内 容  【設立総会】   第４４回全国豊かな海づくり大会三重県実行委員会の設立 

        【第１回総会】  第 44回全国豊かな海づくり大会基本構想（最終案） 

第 44回全国豊かな海づくり大会「開催地（案）」 

令和５年度事業計画及び収支予算（案） 

イ． 臨時総会 

 ・開催方法 書面決議 

 ・開催時期 令和６年３月２７日（結果通知日） 

 ・内   容 令和６年度事業計画及び収支予算（案） 

 

（２） 幹事会 

ア．第１回幹事会 

 ・日 時 令和６年２月１日（木） 13 時 30分～15時 30分 

 ・場 所 ＪＡ三重ビル５階 会議室 

 ・出 席 幹事会構成員４５名 

 ・内 容   第 44回全国豊かな海づくり大会 基本計画骨子【暫定版】 

         令和５年度事業報告及び収支決算（見込み） 

         令和６年度事業計画及び収支予算（案） 

 

２． 企画運営・広報事業 

（１） 大会テーマ、大会マスコットコスチュームデザインの募集 

水産資源の保護や水域環境の保全など、大会の基本理念を簡潔に表現した覚えやす

い標語・スローガン及びみえスポーツ応援マスコット「とこまる」のコスチュームデザイン

を県内から公募しました。 

    ・募集期間 令和５年１２月１８日（月）から令和６年２月２２日（木） 

    ・応募状況 大会テーマ          61７件 

コスチュームデザイン   9５３件 

            合計            1,5７０件 

            

 

 

 

 

資料 1-1 

1



 

（２） 大会ＰＲ・情報発信事業 

大会開催の周知と気運醸成を目的として、大会ＰＲ資料（チラシ・リーフレット）の作成、

ノベルティグッズ（ポケットティッシュ他）の制作、県ＨＰを活用した情報発信、各種イベント

等への出展などによる情報発信を行いました。 

  

   〇各種イベント等の気運醸成活動 

開 催 日 イ ベ ン ト 等 会 場 

令和５年 10月 14日 みなみいせまつり 奈屋浦漁港（南伊勢町） 

10 月 17日 実行委員会事務局看板掲揚式 県庁 

12月 28日 2023年 年末即売会 県営サンアリーナ（伊勢市） 

12 月 29日 外湾鮮魚まつり 奈屋浦漁港（南伊勢町） 

令和６年  １月 27日 三重テラス in大阪 ホワイティうめだ（大阪市） 

2 月 11日 イオンモール津南PR出展 イオンモール津南（津市） 

２月 17日 イオンモール東員PR出展 イオンモール東員（東員町） 

３月 16日 南伊勢町防災フェスタ 宿浦・田曽浦地内（南伊勢町） 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 〇各種媒体を活用した気運醸成 

掲 載 日 媒 体 名 内 容 

令和５年１１月～ 

令和６年１月 

・市町広報・回覧 

（四日市市、志摩市・南伊勢町） 

・伊勢新聞 

・中日新聞 

・読売新聞 

・日刊水産経済新聞等 

実行委員会等の開催、開

催地決定の周知、大会テ

ーマ等の募集等 

 

３． 事務局運営事業 

・令和５年 11月４日  第 43回全国豊かな海づくり大会（大分県） 

                １年前プレイベント「おおいた海博」へ参加（別府市） 

・      12月８日  第42回全国豊かな海づくり大会（北海道）に関する引継（札幌市） 

大会ＰＲチラシ 鮮魚祭りＩＮみなみいせ 
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【第１号議案 補足資料】 

 

令和５年度第４４回全国豊かな海づくり大会三重県実行委員会会計の決算剰余金

の取扱いについて 

 

 令和５年度第４４回全国豊かな海づくり大会三重県実行委員会負担金について

は、実行委員会発足後、3,850,000 円の交付を受け、先催県の引継ぎ等の事務、実

行委員会の開催、大会 PR 活動等の経費に使用しました。 

しかし、当初予定していた大会 PR 活動のためのフォトコンテストについては、コ

ンテスト結果の活用方法について、全国豊かな海づくり推進協会との調整が難航し、

実施に向けて再検討を重ねましたが、不測の日数が生じ、年度内の執行に至りませ

んでした。令和５年度会計において、決算剰余金が発生したところですが、フォト

コンテストは大会の意義を広く県民に周知することを目的としており、大会開催の

気運醸成の取組として非常に重要で、取り止めることはせず、実施したいことから、

令和６年度へ決算剰余金を繰り越しました。 

一般的な補助金等の例では、決算剰余金は当該年度中に精算することとなります

が、当実行委員会においては、令和５年度から令和７年度までの継続的な事業であ

り、かつ、終期が明確となっていること、また、公益上の必要性を考慮し、翌年度

繰越金を処理しました。 

その取扱いについては、第４４回全国豊かな海づくり大会三重県実行委員会負担

金交付要綱において明確化するとともに、事業の最終年度に生じた決算剰余金につ

いては、全額を三重県に返還することとしています。 
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第44回 

全国豊かな海づくり大会 

～美し国みえ大会～ 

基本計画（案） 

 

 

 

 

第44回全国豊かな海づくり大会 

三重県実行委員会  
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※現時点では基本計画（案）ページ番号は記載しておりません。 
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とこまる 

【大会コスチュームデザイン】 【大会マスコット】 
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